
様式第１０号(第６条関係) 

 

                      令和８年４月１５日 

 

  南相馬市議会議長     

  

会派名  尚友会  

                      代表者名 代表 田中 一正 

 

  

  

令和７年度政務活動費収支報告書 

 

  

  

  南相馬市議会政務活動費の交付に関する条例第7条第1項の規定に基づき、

別紙のとおり、令和７年度政務活動費収支報告書を提出します。 

 



別紙 

令和７年度政務活動費収支報告書 

 

会派名 尚友会 

 

1 収入 

                            （単位：円） 

項 目  金 額  備 考  

政 務 活 動 費  1,680,000 
令和７年４月～令和８年３月分 

（20,000 円×12 ヶ月×7 名）  

預 金 利 子  1,708 
８月利子：842 

２月利子：866 
合   計  1,681,708  

 

2 支出 

(単位：円) 

項    目 金    額 備          考 

調査研究費 
1,193,695 10/14～15（東京都）、11/11～13（鹿児島県）、

3/2～3(鹿児島県） 

研修費 0  
広報費 183,400 議会報告印刷代、新聞折込料 
広聴費 0  

要請・陳情活動費 0  
会議費 0  

資料作成費 0  
資料購入費 0  
人件費 0  
事務所費 0  
合   計 1,377,095  

 

(注) 1 備考欄には、主たる支出の内訳を記載すること。 

   2 会計帳簿の写し及び領収書等の証拠書類の写しを添付すること。 

 

3 残金 304,613円  



支払証明書
（1/1）

0003 31,600

0004 59,200

0005 31,600

0010 1,575

0011 1,575

0012 66,500

0013 66,500

0018 1,575

0019 1,575

0023 66,500

整理番号 金額（円） 整理番号 金額（円）

上記金額を支払ったことを証明します。

令和 8年 3月 2日

会派名　 尚友会

代表者　 田中 一正

経理責任者　 太田 淳一



領収書等添付用紙
0001 （1/2）

日付 令和 7年 7月 30日 支出額 183,400 円

項目 広報費 充当額 183,400 円

細目 議会報告印刷費 按分率

摘要 議会報告印刷費、新聞折込料 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0001 （2/2）



領収書等添付用紙
0002 （1/2）

日付 令和 7年 10月 13日 支出額 9,374 円

項目 調査研究費 充当額 7,499 円

細目 手土産代 按分率 4/5

摘要 　

　

　

　

備考 7,499=9,374*4/5 　

　

　

　

　

　

　



002    領収書等添付用紙     （2/2） 

 

 
 

 

 

 



領収書等添付用紙
0003 （1/1）

日付 令和 7年 10月 14日 支出額 31,600 円

項目 調査研究費 充当額 31,600 円

細目 鉄道運賃 按分率

摘要 原ノ町駅～永田町駅（7,900円× 4名） 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　

支払証明書あり

理由 　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0004 （1/1）

日付 令和 7年 10月 14日 支出額 59,200 円

項目 調査研究費 充当額 59,200 円

細目 宿泊料 按分率

摘要 宿泊料（東京都港区：甲地方）14,800円× 4名分 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　

支払証明書あり

理由 　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0005 （1/1）

日付 令和 7年 10月 15日 支出額 31,600 円

項目 調査研究費 充当額 31,600 円

細目 鉄道運賃 按分率

摘要 永田町駅～原ノ町駅（7,900円× 4名分） 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　

支払証明書あり

理由 　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0006 （1/2）

日付 令和 7年 11月 10日 支出額 4,687 円

項目 調査研究費 充当額 4,687 円

細目 手土産代 按分率

摘要 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



 
 

領収書添付用紙 
 
 

 

             



領収書等添付用紙
0007 （1/2）

日付 令和 7年 11月 10日 支出額 1,440 円

項目 調査研究費 充当額 1,440 円

細目 その他 按分率

摘要 今村議員キャンセルに伴う宿泊キャンセル料 　

　

　

　

備考 鹿児島ワシントンホテルプラザキャンセルポリシー　前日から 20% 　

　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0007 （2/2）



領収書等添付用紙
0008 （1/2）

日付 令和 7年 11月 11日 支出額 1,440 円

項目 調査研究費 充当額 1,440 円

細目 その他 按分率

摘要 南相馬 IC～仙台空港 IC 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0008 （2/2）



領収書等添付用紙
0009 （1/2）

日付 令和 7年 11月 11日 支出額 1,710 円

項目 調査研究費 充当額 1,710 円

細目 その他 按分率

摘要 南相馬 IC ～仙台空港 IC 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0009 （2/2）



領収書等添付用紙
0010 （1/2）

日付 令和 7年 11月 11日 支出額 1,575 円

項目 調査研究費 充当額 1,575 円

細目 自動車借上料 按分率

摘要 自家用車利用による車賃：南相馬市～名取市（往路）63ｋｍ× 25円（平田

議員）

　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　

支払証明書あり

理由 　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0010 （2/2）



領収書等添付用紙
0011 （1/2）

日付 令和 7年 11月 11日 支出額 1,575 円

項目 調査研究費 充当額 1,575 円

細目 自動車借上料 按分率

摘要 自家用車利用による車賃：南相馬市～名取市（往路）63ｋｍ× 25円（太田

議員）

　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　

支払証明書あり

理由 　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0011 （2/2）



領収書等添付用紙
0012 （1/1）

日付 令和 7年 11月 11日 支出額 66,500 円

項目 調査研究費 充当額 66,500 円

細目 宿泊料 按分率

摘要 宿泊料（鹿児島県鹿児島市：乙地方）13,300円× 5名 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　

支払証明書あり

理由 　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0013 （1/1）

日付 令和 7年 11月 12日 支出額 66,500 円

項目 調査研究費 充当額 66,500 円

細目 宿泊料 按分率

摘要 宿泊料（鹿児島県西之表市：乙地方）13,300円× 5名 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　

支払証明書あり

理由 　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0014 （1/2）

日付 令和 7年 11月 13日 支出額 1,440 円

項目 調査研究費 充当額 1,440 円

細目 その他 按分率

摘要 仙台空港 IC～南相馬 IC 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0014 （2/2）



領収書等添付用紙
0015 （1/2）

日付 令和 7年 11月 13日 支出額 1,710 円

項目 調査研究費 充当額 1,710 円

細目 その他 按分率

摘要 仙台空港 IC～南相馬 IC 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0015 （2/2）



領収書等添付用紙
0016 （1/2）

日付 令和 7年 11月 13日 支出額 2,100 円

項目 調査研究費 充当額 2,100 円

細目 その他 按分率

摘要 駐車場利用料 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0016 （2/2）



領収書等添付用紙
0017 （1/2）

日付 令和 7年 11月 13日 支出額 2,100 円

項目 調査研究費 充当額 2,100 円

細目 その他 按分率

摘要 駐車場利用料 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0017 （2/2）



領収書等添付用紙
0018 （1/2）

日付 令和 7年 11月 13日 支出額 1,575 円

項目 調査研究費 充当額 1,575 円

細目 自動車借上料 按分率

摘要 自家用車利用による車賃：名取市～南相馬市（復路）63ｋｍ× 25円（平田

議員）

　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　

支払証明書あり

理由 　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0018 （2/2）



領収書等添付用紙
0019 （1/2）

日付 令和 7年 11月 13日 支出額 1,575 円

項目 調査研究費 充当額 1,575 円

細目 自動車借上料 按分率

摘要 自家用車利用による車賃：名取市～南相馬市（復路）63ｋｍ× 25円（太田

議員）

　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　

支払証明書あり

理由 　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0019 （2/2）



領収書等添付用紙
0020 （1/2）

日付 令和 8年 2月 26日 支出額 550,000 円

項目 調査研究費 充当額 550,000 円

細目 その他 按分率

摘要 航空運賃、乗船料金、ジャンボタクシー料金 　

　

　

　

備考 仙台国際空港=大阪国際空港=鹿児島空港　往復航空運賃 74,670円

鹿児島=種子島　乗船料金 98,980円

ジャンボタクシー料金 176,920円

企画手配取扱料金 2,500円

　

　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0020 （2/2）



領収書等添付用紙
0021 （1/2）

日付 令和 8年 2月 26日 支出額 35,000 円

項目 調査研究費 充当額 35,000 円

細目 その他 按分率

摘要 航空運賃払戻手数料 1,760円航空運賃取消料 31,220円乗船料金取消料

2,020円

　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0021 （2/2）



領収書等添付用紙
0022 （1/2）

日付 令和 8年 3月 1日 支出額 6,199 円

項目 調査研究費 充当額 6,199 円

細目 手土産代 按分率

摘要 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0022 （2/2）



領収書等添付用紙
0023 （1/1）

日付 令和 8年 3月 2日 支出額 66,500 円

項目 調査研究費 充当額 66,500 円

細目 宿泊料 按分率

摘要 宿泊料（栃木県佐野市：乙地方）13,300円× 5名 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　

支払証明書あり

理由 　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0024 （1/2）

日付 令和 8年 3月 3日 支出額 2,500 円

項目 調査研究費 充当額 2,500 円

細目 その他 按分率

摘要 視察負担金 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0024 （2/2）



領収書等添付用紙
0025 （1/2）

日付 令和 8年 3月 26日 支出額 247,670 円

項目 調査研究費 充当額 247,670 円

細目 その他 按分率

摘要 バス借上料　 247,450円、振込手数料　 220円 　

　

　

　

備考 　

　

　

　

　

　

　



領収書等添付用紙
0025 （2/2）



会計帳簿（令和 7年度） 会派名 尚友会 （単位: 円）

0001 07.30 広報費 議会報告印刷費 議会報告印刷費、新聞折込料 183,400 183,400

0002 10.13 調査研究費 手土産代 9,374 7,499

0003 10.14 調査研究費 鉄道運賃 原ノ町駅～永田町駅（7,900
円× 4名） 31,600 31,600

0004 10.14 調査研究費 宿泊料 宿泊料（東京都港区：甲地
方）14,800円× 4名分 59,200 59,200

0005 10.15 調査研究費 鉄道運賃 永田町駅～原ノ町駅（7,900
円× 4名分） 31,600 31,600

0006 11.10 調査研究費 手土産代 4,687 4,687

0007 11.10 調査研究費 その他 今村議員キャンセルに伴う宿
泊キャンセル料 1,440 1,440

0008 11.11 調査研究費 その他 南相馬 IC～仙台空港 IC 1,440 1,440

0009 11.11 調査研究費 その他 南相馬 IC ～仙台空港 IC 1,710 1,710

0010 11.11 調査研究費 自動車借上料
自家用車利用による車賃：南相馬市～
名取市（往路）63ｋｍ× 25円（平田
議員）

1,575 1,575

0011 11.11 調査研究費 自動車借上料
自家用車利用による車賃：南相馬市～
名取市（往路）63ｋｍ× 25円（太田
議員）

1,575 1,575

0012 11.11 調査研究費 宿泊料 宿泊料（鹿児島県鹿児島市：
乙地方）13,300円× 5名 66,500 66,500

0013 11.12 調査研究費 宿泊料 宿泊料（鹿児島県西之表市：
乙地方）13,300円× 5名 66,500 66,500

0014 11.13 調査研究費 その他 仙台空港 IC～南相馬 IC 1,440 1,440

0015 11.13 調査研究費 その他 仙台空港 IC～南相馬 IC 1,710 1,710

0016 11.13 調査研究費 その他 駐車場利用料 2,100 2,100

0017 11.13 調査研究費 その他 駐車場利用料 2,100 2,100

0018 11.13 調査研究費 自動車借上料
自家用車利用による車賃：名取市～南
相馬市（復路）63ｋｍ× 25円（平田
議員）

1,575 1,575

0019 11.13 調査研究費 自動車借上料
自家用車利用による車賃：名取市～南
相馬市（復路）63ｋｍ× 25円（太田
議員）

1,575 1,575

0020 02.26 調査研究費 その他 航空運賃、乗船料金、ジャン
ボタクシー料金 550,000 550,000

0021 02.26 調査研究費 その他
航空運賃払戻手数料 1,760円航空運賃
取消料 31,220円乗船料金取消料
2,020円

35,000 35,000

0022 03.01 調査研究費 手土産代 6,199 6,199

0023 03.02 調査研究費 宿泊料 宿泊料（栃木県佐野市：乙地
方）13,300円× 5名 66,500 66,500

0024 03.03 調査研究費 その他 視察負担金 2,500 2,500

0025 03.26 調査研究費 その他 バス借上料　 247,450円、振
込手数料　 220円 247,670 247,670

整理番号 日付 項目 細目 摘要 支出額 充当額

1



合計 1,377,095

整理番号 日付 項目 細目 摘要 支出額 充当額

2



尚友会・公明党合同会報 (1)

新

エ
リ
ア
合
計

８
ｈａ

駐
車
場
エ
リ
ア

４
ｈａ

事

業

エ
リ

ア

４
ｈａ

①

「民
間
収
益
施
設
」
飲
食
施
設
、

宿
泊

・
温
浴
施
設
、
物
販
施
設
、

自
然
体
験

・
遊
び
場

②

「新
規
公
共
施
設
」
相
馬
野
馬
追

伝
承
施
設
、
牧
場
、
広
場

ご

あ

い

さ

つ

尚
友
会

会
長
　
田
中

一
正

猛
暑
の
毎
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
私
達
合
同
会
派

の
活
動
に
対
し
深
い
ご
理
解

・
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和

７
年
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、
会

派
の
再
編
成
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は

新
た
な
気
持
ち
で
新

・
尚
友
会
を
組
織
し
、

公
明
党
と
も
協
力
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、

総
勢
８
名
で
活
動
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
共
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

現
在
、
南
相
馬
市
で
は
新
た
な
動
き
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
小
高
区
で
は
、
昨
年
３
回
の
ロ

ケ
ッ
ト
が
発
射
さ
れ
、
す
べ
て
成
功
し
ま

し
た
。
鹿
島
区
で
は
、
鹿
島
区
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
の
周
辺
開
発
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、

年
間
‐５０
万
人
と
言
う
集
客
力
を
、
地
域
経

済
に
波
及
出
来
な
い
か
の
検
討
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
南
相
馬
市
は
新
た

な
時
代

へ
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
合
同
会
派
で
は
本
年
二
月
、
そ
の

可
能
性
を
探
る
た
め
に
国
県

へ
研
修
に
行

つ
て
来
ま
し
た
。
結
果
は

「
可
能
性
多

い

に
あ
り
」
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
南
相
馬
市
の

未
来
の
た
め
、
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

今
村

　
裕

太

田
淳

一

大
岩
常
男

細

田
　
廣

山

田
雅
彦
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南
相
馬
市
鹿
島
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
周
辺
開
発
検
討
事
業

に
つ
い
て

田
中

一
正

鹿
島
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
、
一

２０‐
年
４
月
２５
日
オ
ー
プ
ン
以
来
、

年
間
平
均
１００
万
人
以
上
の
利
用

客
数
を
維
持
し
て
来
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡

大
時
に
は
、
利
用
者
数
が
減
少

し
ま
し
た
が
、
５
類
に
移
行
し

た
令
和
５
年
に
は
過
去
最
多

の

‐５０
万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。
現

在
、
国
に
要
望
中
の
常
磐
道
４

車
線
化
が
実
現
す
れ
ば
、
更
な

る
利
用
者
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

こ
の
セ
デ
ッ
テ
鹿
島
の
優
れ
た

集
客
力
を
地
域
経
済
に
波
及
さ

せ
る
為
、
南
相
馬
鹿
島
サ
ー
ビ
一

ス
エ
リ
ア
周
辺
の
開
発
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
高
区
の
居
住
人
口
は
、
震
災

前
の
約
三
割
に
留
ま
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
南
相
馬
市
の
更
な
る

復
興
を
遂
げ
る
た
め
に
も
、
小
高

区
に
お
け
る
居
住
人
口
を
増
加
さ

せ
る
取
組
み
と
企
業
誘
致
等
の
推

進
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
飯

崎
工
業
団
地
の
整
備
が
進
め
ら
れ

た
。
東
側
賃
貸
区
画
Ｈ
ｈａ
、
西
側

賃
貸
区
画
＝
ｈａ
が
整
備
さ
れ
、
現

在
工
場
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。

立
地
す
る
企
業
（東
側
区
画
）
は
、

Ａ

Ｎ

Ｉ

Ｏ

Ｎ

例

で
、

日

本

国

土

開

発
仰
の
皿
％
子
会
社
。
橋
な
ど

の
構
造
物
の
鉄
筋
の
錆
防
止
や
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
補
修

材
に
添
加
す
る
機
能
性
吸
着
材
及

び
そ
の
利
用
材
の
製
造
を
行
う
。

一雇
用
予
定
七
名
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
∩

（西
側
区
画
）
は
、
北
海
道
大
樹

町
に
本
社
が
あ
り
、
ロ
ケ
ッ
ト
及

び
人
工
衛
星
の
開
発
、
製
造
、
運

用
を
行
っ
て
い
る
。

飯
崎
工
場
で
は
、

ロ
ケ
ッ
ト
の
電
気
、

機
構
系
並
び
に
人

工
衛
星
等
の
機
器

の
製
造
や
組
立
て
、

更
に
試
験
設
備
に

よ
る
検
査
、
部
品

保
管
等
を
予
定
す

る
。
一雇
用
予
定
七

名
で
あ
る
。

筋
Ⅲ
Ｕ

鹿
島
区
右
田
地
区
海
岸

防
災
林
に
松
枯
れ
が
発
生
し
て

い
る
。
原
因
に
つ
い
て
伺
う
。

桑
日
Ｕ

松
く

い
虫
被
害
の
発
生

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

虚
鳳
Ｕ

想
定
さ
れ
る
原
因
を
受

け
、
松
枯
れ
防
止
対
策
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

ぬ
日
Ｕ

福
島
県
に
、
伐
倒
駆
除

の
実
施
計
画
を
確
認
し
て
い
る
。

（園
剛
）

一
本
松
の
後
継
木
は
、

か
し
ま
の

一
本
松
を
守
る
会
で

管
理
し
て
い
る
。
下
刈
り
、
下

枝
切
り
落
と
し
、
肥
料
も
時
々

与
え
、
害
虫
防
除
も
市
販
薬
剤

で
行
う
な
ど
、
し

っ
か
り
と
手

入
れ
は
出
来
て
い
る
。
そ
れ
で

も
松
枯
れ
の
心
配
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
管
理
支
援
の
強
化
に
つ

い
て
ね
Ψ
つ
。

ぬ
日
Ｕ

現
地
調
査
及
び
当
該
団

体

へ
聞
き
取
り
を
行

い
、
市
と

し
て
支
援
を
行
う
考
え
で
あ
る
。
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市議会

令和 7年 7月 27日 発行

・志
賀

稔
宗

や
Ｙ

半

＝
　

武

２
一竹
「Ｉ
に
拍
や
設
進
む

南
相
馬
市
の

こ
れ
か
ら
を
考
え
…

一

令
和
７
年
度
。
第
２
期
復
興

・
創
生
期
の
最
終
年
度
に
な
り

ま
す
。
大
震
災
と
原
子
力
事
故
か
ら

‐５
年
目
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、

南
相
馬
市
の
将
来
に
向
け
た
正

念
場
の

一
年
と
な
り
ま
す
。

日
の
前
に
あ
る
課
題

「
少
子

化
や
高
齢
化
」
、
「
医
療
環
境
の

充
実
」
な
ど
、
こ
の
地
域
で
生

活
を
営
む

一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
毎
日
を
送
る
こ
と
が
出
来

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

が
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
最

優
先
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
考
え
ま
す
。

今
の
南
相
馬
市
が
抱
え
る
多

く
の
課
題
に
優
先
順
位
は
付
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
課
題

を
平
ら
に
捉
え
、
出
来
る
も
の

か
ら
改
善
に
向
け
て
努
め
て
い

こ
う
と
す
る
の
が
私
の
信
念
で

す
。「誠
実
で
あ
れ
」
を
基
本
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
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相新

田
中

一
正

し
い
馬
野
馬
追
祭
に
思
う

相
馬
野
馬
追
祭
が
、
７
月
か

ら
５
月
開
催
に
変
わ

っ
て
２
年

目
に
な
り
ま
す
。
三
年
前
に
、

あ
ま
り
の
暑
さ
の
た
め
出
場
馬

が
亡
く
な

っ
た
の
が
、
開
催
日

変
更
を
加
速
し
ま
し
た
。
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
は
継

続
さ
れ
、　
一
千
有
余
年
の
歴
史

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
も
そ
の
ま

ま
生
き
て
い
ま
す
。　
一
番
心
配

だ

っ
た
の
は
観
光
客
の
動
向
で

し
た
が
、
猛
暑
が
な
く
な

っ
た

せ
い
か
、
前
売
り
券
の
売
れ
行

き
が
、
変
更
前
に
比
べ
好
調
で
、

二
年
連
続
完
売
と
言
う
こ
と
で

す
。
以
前
か
ら
、
神
旗
争
奪
戦

を
観
る
と
次
の
観
光
地
に
行
く

と
言
う
よ
う
に
、
観
光
客
が
本

市
に
お
金
を
落
と
し
て
行
か
な

い
、

つ
ま
り
南
相
馬
市
は
単
な

る
通
過
点
だ
と
言
わ
れ
て
来
ま

し
た
。
今
回
の
開
催
日
変
更
に

よ
り
、
観
光
各
社
も
相
馬
野
馬

追
祭
を
単
独
で
売
り
込
む
時
と

考
え
ま
す
。
新
し
い
プ
ラ
ン
を

考
え
、
三
日
間
連
続
で
観
光
客

を
満
足
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
お

祭
り
が
出
来
れ
ば
と
感
じ
ま
す
。

平
田
　
武

人
口
減
少
社
会
に

向
け
て

今
年
は
６
月
か
ら
真
夏
日
と

な
り
、
市
民
各
位
健
康
管
理
を
。

ト
ラ
ン
プ
関
税
や
物
価
高
騰
に

よ
る
生
活

へ
の
影
響
や
、
消
費

者
米
価
の
上
昇
は
驚
き
で
あ
る
。

８０
ト
ン
備
蓄
米
の
放
出
が
あ
り
、

秋
の
だ
ぶ
つ
き
も
心
配
さ
れ
る
。

今
後
は
国
の
責
任
で
農
家
も
消

費
者
も
納
得
の
行
く
価
格
形
成

を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

人
口
減
少
は
、
こ
こ
３
年
間

で
出
生
数
７８６
人
、
死
亡
者
数
２
，
８‐７

人
と
な

っ
て
お
り
、
減
少
の
加

速
が
大
き

い
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
結
婚
や
子
育
て
環
境

の
整

備
が
求
め
ら
れ
る
。

団
塊
世
代
の
退
職
に
伴

い
、

各
産
業
界
で
、
人
手
不
足
や
事

業
量
、
消
費
量
の
減
退
に
よ
り

倒
産
も
危
惧
さ
れ
る
。

単
身
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、

空
き
地
、
空
き
家
、
核
家
族
の

進
展
と
墓
じ
ま

い
等
が
起
き
て

い
る
。
ま
た
集
落
や
行
政
区
内

の
役
割
に
も
影
響
が
出
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
た
な
行
政
区
運

営
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

汰
令和
4年度 5年度

令和 令和
6年度
3年間
合計

出生数 269
人
272
人
245
人
786
人

死亡数 923
人
960
人
934
人
2,81ス

告
一襦
聖
製
」
）キ
一”
一一一一

轟
＝
一一●
及
び
」Ｊ
甲
」＝

Ｄ
囲
Ｗ

本
市
の
復
興
発
展

・
産

業
振
興
の
加
速
化
の
た
め
、
首

都
圏
や
仙
台
圏
と
の
交
通
ア
ク

セ
ス
の
便
が
良

い
こ
と
、

つ
ま

り
交
通
環
境
の
向
上
が
必
須
要

素
で
あ
る
。

常
磐
道
の
整
備
促
進
や
、
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

官
民
あ
げ
て
更
な
る
取
組
み
強

化
が
必
要
で
あ
る
。
常
磐
道
小

高
ス
マ
ー
ト
ー
Ｃ
や
、
四
車
線

化
の

一
日
も
早

い
実
現
と
供
用

開
始
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

ぬ
日
四

小
高
ス
マ
ー
ト
ー
Ｃ
は

５
年
度
か
ら
用
地
取
得
物
件
補

償
を
進
め
、
概
ね
九
割
の
契
約

が
完
了
し
た
。
引
続
き
交
渉
を

進
め
、
速
や
か
な
工
事
着
手
を

目
指
す
。

四
車
線
化
は
、
２
年
３
月
に

は
浪
江
Ｉ
Ｃ
か
ら
南
相
馬
Ｉ
Ｃ
、

３
年
３
月
に
は
相
馬
Ｉ
Ｃ
か
ら

新
地
Ｉ
Ｃ
、
４
年
３
月
に
は
広

野
Ｉ
Ｃ
か
ら
な
ら
は
ス
マ
ー
ト

ー
Ｃ
等
が
事
業
化
さ
れ
設
計
工

事
が
進
行
中
。
引
き
続
き
、
早

期
四
車
線
化
の
要
望
を
実
施
す

Ｚ一
。

大
田

淳

一

人
口
減
少
社
会
に

ど
う
対
応
し
て
い
く
か

国
内

の
様

々
な
業
種
で
人
材

不
足
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
原
因
は
少
子
化
に
よ
る
人

口
減
少
が
最
大
の
要
因
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

自
治
体
の
事
業
は
税
金
で
賄

わ
れ
、
様
々
な
事
業
に
税
金
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
道

路
を
新
た
に
造
る
際
、
住
民
負

担

の
世
代
間
の
公
平
と
い
う
考

え
か
ら
必
ず
起
債

（借
金
）
を

し
ま
す
。
道
路
の
場
合
、
償
還

（返
済
）
期
間
を
１５
年
に
設
定

し
ま
す
。

人
口
が
減
少
す
れ
ば
税
収
も
減

少
し
ま
す
が
、
そ
の
影
響
は
国

内
経
済
に
も
及
び
ま
す
。
Ａ
Ｉ

や
ロ
ボ

ッ
ト
は
、
買

い
物
は
し

ま
せ
ん
し
所
得
税
も
納
め
ま
せ

ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
当
た
り
前
が
当
た
り
前
で

無
く
な
る
時
が
必
ず
来
ま
す
。

そ
う
な
る
前
に
ど
う
す
べ
き
か

を
真
剣
に
考
え
る
時
で
あ
る
と

思

い
ま
す
。
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私
の
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大
岩
常
男

南
相
馬
市
は
、
政
策
の
柱
が

七

つ
あ
る
。

一
、
教
育
と
学
び

二
、
こ
ど
も

。
子
育
て

三
、
健
康

。
医
療

・
福
祉

四
、
産
業

。
し
ご
と
づ
く
り

。

移
住
定
住

五
、
都
市
基
盤

・
環
境

。
防
災

六
、
地
域
活
動

・
行
財
政

七
、
原
子
力
災
害
復
興

私
は
、
こ
の
七
年
間
、
市
や

市
長
の
施
策
等
に
つ
い
て
質
し
、

子
供
た
ち
の
健
康
や
遊
べ
る
環

境
を
整
え
、
学
力
向
上
等

の
環

境
づ
く
り
。
高
齢
者
や
障
害
者

等
が
孤
独
感
の
な

い
生
活
環
境

や
楽
し
く
生
き
る
地
域
づ
く
り
。

働
く
場
の
確
立
と
し
て
産
業
企

業
の
誘
致

・
工
業
団
地
等

の
整

備
な
ど
、
労
働
環
境
づ
く
り
の

提
言
や
質
問
等
を
行

っ
て
き
た
。

市

の
財
政
は
、
収
入
と
支
出
の

割
合
で
あ
る
経
常
収
支
比
率
が

９０
％
台
で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の

良

い
予
算

の
精
査
等
で
健
全
化

（７０
％
～
８０
％
）
を
目
指
し
て

い
る
。
質
問
等

の
成
果
の

一
例

と
し
て
、
市
立
総
合
病
院

（本

館
）
駐
車
場
の
修
繕
整
備
が
挙

げ
ら
れ
る
。
今
後
も
、
明
る
く

住
み
よ
い
希
望

の
持
て
る
南
相

馬
市
づ
く
り
を

行

っ
て
参
る
所

存
で
あ
る
。
ご

意
見
等
が
あ
れ

ば
、
是
非
、
お

寄
せ
下
さ
い
。

政
治
は
、
国
民
の
生
活

そ
の
も
の
な
の
で
す

私
は
時
折

『議
員
っ
て

一
体
、

何
だ
ろ
う
』
と
考
え
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
発
言
が
軽

い

し
、
責
任
の
重
さ
を
認
識
し
て

い
な
い
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
議
会
中

の
居
眠
り
や
、
政
務
活
動
の
姿

が
見
え
な

い
。
更
に
本
会
議
や

委
員
会
で
殆
ん
ど
発
言
を
し
な

い
者
も

い
る
現
実
。
そ
れ
で
も

議
員
報
酬
は
同
額
。
選
挙
の
時

は

『皆
さ
ん
の
味
方
で
す
』
と

美
辞
麗
句
を
並
べ
て
い
る
の
に
、

当
選
し
た
ら
知
ら
ん
ぷ
り
。

政
権
与
党
に
目
を
向
け
れ
ば
、

昨
年
秋
の
総
選
挙
で
大
敗
し
た

に
も
拘
ら
ず
、
無
反
省
と
居
直

り
、
更
に
小
手
先
だ
け
の
対
応

に
終
始
。
７
月
３
日
に
公
示
さ

れ
た
参
院
選
で
は
、
名
誉
挽
回

と
意
気
込
ん
で
、
国
民
生
活
に

寄
り
沿

っ
た
物
価
高
騰
や
経
済

対
策
に
加
え
、
社
会
保
障
の
立

て
直
し
や
人
口
減
少
対
策
に
も

本
腰
を
入
れ
る
！
と
訴
え
る
べ

き
な
の
に
、
本
気
度
と
力
強
さ

が
感
じ
ら
れ
な

い
。

今
こ
そ
、
気
骨
の
あ
る
政
治

家
の
誕
生
を
切
に
望
む
ば
か
り

だ

。

―會霜蔦年1呂
1日 ,

54,981メ、


